
 Eを行うためには、メンバー増強とクラブ内

での中堅メンバー育成が重要。YES献金は新規

クラブ設立資金です。 

牧野篤文 EMC事業主任（京都トップス） 
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THE  SERVICE  CLUB  OF  THE  YMCA 


s Men’s

AFFILIATED  WITH  THE  INTERNATIONAL  ASSOCIATION  OF  Y’S  MEN’S  CLUB 

CHARTERED  JULY  9, 1947 

c/o KANAZAWA YMCA 44-1-201 SATOMI-CHO KANAZAWA 920-0998  JAPAN 

11月 クラブ活動状況 

第１例会（11月 21日 Thu.） 

メ   ン：朝倉、伊藤、数澤、北、幸正、西、山内  

     吉川              (8名) 

ﾒｰｷｬｯﾌ ：゚なし              （0名）  

 出席率  100％    充足率 175％           

 メネット：朝倉、伊藤、数澤       （3名） 

 ゲスト：北村心宙君、北村さん、影山氏、皆森さん 

       (4名) 

       

第２例会（11月 1日 Fri.） 

メ  ン：朝倉、伊藤、数澤、北、山内  （5名） 

メネット：朝倉、数澤             （2名） 

 

ニコニコタイム            １３,０００円 

クラブファンド      累計    ２１４,０００円 

 

ＢＦポイント  

切手        0ｇ   累計      2,210ｇ    

現金             0円   累計         0 円   

 

 

    

 

12月例会 プログラム  

と き  2019年 12月 19日（Thu.）18:30～20:30 

ところ  金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ    

会 費    \4,000(会員は無料)  \2,000円(ﾒﾈｯﾄ) 

 

  司会 数 澤 輝 夫 君  

開 会 ・ 点 鐘        山内ミハル会長  

主 題        司 会 者 

ワ イ ズ ソ ン グ        一 同 

委 員 会 報 告        各 委 員 

讃 美 の と き  

説 教   若草教会  勇  文 人 牧 師 

     “主によって豊かにされて” 

食 前 の 感 謝        伊 藤 仁 信 君 

親 睦 の と き  山内ミハル会長・メネット会 

     参加者紹介・ゲーム・ﾊｯﾋﾟｰﾊﾞｰｽﾃﾞｲ 

ニコニコタイム        吉川與志子さん  

Ｙ Ｍ Ｃ Ａ の 歌        一 同  

閉 会 ・ 点 鐘        山内ミハル会長 

 

   

12 月間強調 2019  EMC-E  YES 

 

 

   

  

 

  あなたがたは、わたしたちの主イエス・キリストの恵みを知って

います。すなわち主は豊かであったのに、あなたがたのために

貧しくなられた。それは、主の貧しさによって、あなたがたが豊

かになるためだったのです。   コリントの信徒への手紙二 8章 9節 

  

        

 

 

 

今月の聖句 （勇 牧師） 

会 長 山内ミハル   書 記 西  信之 

直前会長 幸正一誠   会 計 朝倉みゆき 

副 会 長 数澤輝夫   ﾒﾈｯﾄ会長  数澤淑子  

     伊藤仁信   ﾒﾈｯﾄ会計 伊藤悦子 

        ﾒﾈｯﾄ会長  数澤淑子  

   

12月強調月間 

第一例会：毎月第三木曜日 18:30～20:30 

金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ  Tel (076)233-1311 

第二例会：毎月１日 18:30～20:00     

金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 2F （トレド） 

 

 

国 際 会 長 主 題   「より良い明日のために今日を築く」  “Building today for a better tomorrow” 

アジア地域会長主題  「アクション!」   “Action! ”  

西日本区理事主題   「風となれ、ひかりとなれ」  

中 部 部 長 主 題   「輪を広げ 明るく楽しく 元気よく ＹＭＣＡとともに」  

金沢クラブ会長主題  「愛し合い 助け合い 楽しい仲間づくり！ ～ＹＭＣＡとＥＭＣ活動の充実を～」                                                                          

 

 

 



人生は創造と破壊―そこに芸術がある 

                幸正 一誠 

細君の体が不自由な身となり数年が経過した。そ

れ以来食事の支度、部屋の掃除、洗濯干し等は私の

日常の家事となった。私が幼少の頃、父は夫婦共働

きだからと言って日曜日には掃除機を掛けていた。

従って子供である私も半強制的に手伝わされた思い

出がある。食事の支度は明治生まれの祖母が「男子

厨房に入らず」の人で、夕餉の支度の最中に台所へ

何か摘まみ食いをしに行こうとすれば「あ～うっさ

い。男は台所にこんもんや！」と平生は優しい祖母

が一喝する。洗濯は鳴海製陶自修寮生活以来である。

だから、洗濯機がやたら操作ボタンの多いことや、

直ぐに作動しないことに驚いた。 

最近、細君の体調が特に優れず、食事後の食器洗

いが家事に加わった。料理を趣味とし始めた頃全く

後かたずが出来ず、それは母の労働となっていた。

ある時、度重なる後かたずけに業を煮やし、「お前に

は、もう二度と台所をかさん！」と宣言が下されて

しまった。そのおかげで今ではそれは 100％完璧で

ある。しかし、夕食後の食器洗いは、晩酌を一日の

最高の一時とする私には、少し辛い労働である。従

って翌朝となる。食器洗いをする度に、思うのだが

我々の生活は「創造と破壊」の繰り返しではないか！ 

食事は料理（創造）・食べる（破壊）・食器洗いと

収納（創造） 掃除 掃除機掛け（創造）・ 散ら

かし（破壊） 洗濯 洗濯機（創造）・汚す（破壊）・

洗濯干（創造）となるのでは？ 

日常生活はこの事の繰り返しであると思う。家事と

は創造し破壊する労働である。何とシンドイ労働

か？ 芸術家岡本太郎は「芸術は爆発だ！！」と叫

び時の人なった。私は最近家事全般にこそ「芸術」

が必要ではと思っている。強いては人生においても

だ。全てに於いて芸術が求められるし、センスが問

われる。しかし、それを楽しむ事だ、人生は！ 

 食事 料理（創造＝食器の選択・盛り付け・配色・

食器とグラスとカットラリ－のコ－ディネイト等）

食べる（破壊＝美しく食べ終えるか・美しく残すか）

洗いと収納（創造＝大小様々な器を洗いカゴと棚に

如何に収めるか）掃除 掃除機掛け（創造＝畳やカ

－ペットの目に沿ってい掛ける）散らかし（破壊＝

如何に掃除しやすく散らかすか こんな事出来るの

かな～？）洗濯（創造＝何をどのネットに入れ込む

か）しかし、家事の中で最も芸術性が求められるの

は洗濯干しだ。ハンガ－の形・選択バサミの色・干

し物差しの右端は下着か中途はズボンか左端はカッ

タ－シャツか。単調な作業ではあるが最もセンスが

問われる家事作業である。今日は寒いからと言って

外干作業を怠けてはいけない。食事や掃除は外から

見えない。が、洗濯竿は良く見える。その家の芸術

祭を垣間見ることが出来る。 

 ワイズメンの男性方々、趣味の世界ばかりで人生

謳歌していては詰まらないですよ！！ 

家事に勤しみましょう。 

家事は『創造と破壊』のシンドイ作業である。し

かしそこに『芸術性』を発見する事により、楽しい

作業となる。と言いつつ主夫業に涙している今日こ

の頃です 

 

【11月例会の報告】 

 11月のスピーカーは高校 2年生の北村心宙君。 

学校の行事の一環として行われている２週間のカナ

ダ姉妹校への留学体験を話していただきました。 

 彼が写してきた写真をパワーポイントで写しなが

ら、学校の校舎・教室・授業の様子をはじめとして、

課外授業で出かけた登山、牧場、農園、図書館、水

蒸気時計で有名なガスタウンの様子、フードバンク

でのボランティア活動、そしてホストママが作って

くれた日本には無い食事やお八つ……まだ日本に帰

国したくないと思ったという楽しさ満載の留学生活

の様子が語られました。    

 (文責 山内ミハル) 



≪理事懇談会≫ 

  2019年 11月 2日(土)14:15～17：00、金沢市長土

塀青少年交流センターに於いて、理事懇談会がもたれ

た。 

西日本区から戸所岩男理事、伊藤文訓区会計、林宏

一理事事務局長の出席のもと、金沢クラブの朝倉みゆ

き、朝倉秀之、伊藤仁信、伊藤悦子、数澤輝夫、北肇

夫、幸正一誠、山内ミハル、富山クラブの清水淳の 9

名が参加した。 

 山内会長の挨拶、ワイズソング、自己紹介の後、戸

所理事から理事懇談会の開催趣旨と抱える課題につ

いて説明がなされた。 

・ワイズメンの活動が活発に行われるために西日本

区全体の情報の共有と協働・協力が大切と考え「共

に語る機会」を持ちたいと企画された。一方通行の

会議ではなく、各部ごと皆さんと忌憚のない意見を

交わす場にしたい。 

・11月は、今期の中間点と位置付けられ、今まで行

動計画・実行の確認と必要なら修正を行い、３月末

を目途に成果を成し仕上げをして、５月から６月末

までに総括し次期につなげることを期待している。 

・ワイズとＹＭＣＡが互いを正しく評価し、より好

ましい関係を構築することを目的とし「パートナー

シップ委員会(連絡協議会)」を設置し、具体的な共

同プロジェクトに取り組む。 

・ワイズとＹＭＣＡの中で「人材バンク」を作り、

互いの活動のなかで相互活用する。 

・ワイズとＹＭＣＡは、「何か地域社会に役立つプロ

ジェクト」を生み出す取り組みを模索する。 

続いて参加者から提言や課題などが報告された。 

・金沢 YMCAには、歴史ある組織であるが、過去に「職

員の労組問題」などマイナスイメージがあった。現

在、事務所はあるが主事などの職員はいないので、

ボランティアで運営されている。次世代のメンバー

育成を模索している。今期より、ひとり親家庭の絆

プロジェクト「ソトゴハン」に取り組んでいる。 

・金沢クラブメネット会の存在感や重要性を感じて

いる。しかし、中部では、金沢クラブのみとなって

いる。 

・ワイズライフを楽しんでいる。またクラブの人間

関係も良く、支援を受けてきた。 

・終生会員を目指している。また、事業継続のため

子どもや孫など家族を取組み、ＥＭＣに繋げたい。 

・とやまクラブでは、保育園の活動、バザーなどの

支援を行っている。 

・中部の広域問題は、びわこ部に隣接しているが、

文化圏や経済圏からも現状を支持する意見が多かっ

た。 

・彦根以北は、北陸気候帯と同じ雪国であり、共通

認識がある。 

 理事懇談会後、場所をホテル KKRに移して、17：30

～19：30懇親会を開催。加賀料理に舌鼓を打ちながら、

お酒を酌み交わし、情報交換など楽しい交流の時間を

過ごすことができた。 

            （北 肇夫 記） 

 

【11月第二例会の報告】 

日 時：11月 1日(金) 18：30～21：00 

場 所：金沢ニューグランドホテル 犀江 

出席者：朝倉ﾒﾝ･ﾒﾈ、伊藤、数澤ﾒﾝ･ﾒﾈ、北、山内 

議題１．いも煮会の反省 

  ２．理事懇談会の準備確認 



 ３．ニューグランド改装記念のグルメチケットつ 

いて 

 ４．ブリテン編集委員会の日時変更について 

 ５．被災地支援募金に応えて、西日本区に 1万円、

YMCA活動支援として YMCAへ 5千円送る 

              （山内ミハル 記） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

☆ユニセフ街頭募金について 

 ユニセフ街頭募金を下記のように行います。 

 日時：12月 21日(土) 13：30～14：30 

 場所：竪町入口 

 集められた募金は青団連で集計の後、日本ユニセ 

フ協会に送金されます。 

 

 

メネット会の小旅行 

 メネット会では去る 10 月例会でスピーチをして

頂いた角谷亮氏のお店「ふる里の味すみげん」へお

蕎麦を食べに行く計画を立てました。 

11月 22日（金）、お蕎麦好きの面々12名がすみげ

んに集合しました。お店の入り口には大きな厚手木

綿の暖簾がどっしりと下がっています。濃い茶色の

暖簾の向かって右には嘉永年間創業海産物商、左に

は角源とあり、真ん中に大きく紋が白抜きで染めて

ありました。 

お店の中に入ると先に到着された面々の顔はみ 

なニコニコです。昨夜の第一例会に今日と二日続け

てメンバーが集うのも珍しい事です。 

「今日は何人？」と聞くと、誰かが「12人！」と答

えてくれました。席に着くとメニューが届きました。

私は「もちろん！鴨南蛮そば!!」と言って手を上げ

ました。「きのこそば！」の注文の方も 7人いました。

きのこの美味しい季節です。鴨南蛮そばは一番に届

きました。食べるのが遅い私には有り難いことです。

横長のお盆には柚子一切れと小口の葱、箸休めにあ 

み海老の佃煮が付いていました。「いただきます！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とお蕎麦に箸を入れると一本シャキッとした蕎麦が

器を飛び出しました。「こぼすな!!」幸正メンが目ざ

とく言いました。「蕎

麦が元気で飛び出し

たのよ！」と私が言

うと笑って、うんう

んと頷きました。き

っと蕎麦の腰の強さが器から跳ね上がって飛び出す

力となったと思いました。鴨は美味しく、長葱も甘

くとろりと口の中でとけました。そして、だしつゆ

の香りが広がりとても満足しました。 

お蕎麦をいただきながら気に掛かっていたお店の

中を見せてもらうと沢山の品物が有りました。私は

懐かしいふぐの子糠漬け、あたりめ、伊吹いりこ、

羅臼昆布を求めました。６代目 角谷社長も厨房から

お店に出てこられました。「お蕎麦美味しかったぁ

～」と言うと笑顔を返してくださいました。 

仕事のある幸正メンとはここで別れて、11名は県

立木場潟公園へ向かいました。木場潟には一面ガラ

ス張りの展望休憩所が有り、野鳥の観察ができる建

物になっていました。それから隣りのラーゴビアン

コでお茶にしました。セルフサービスのカウンター

で飲み物とケーキなどを注文して、お茶とお喋りの

ひと時を過ごし、その後中央園地に寄り、木場潟公

園センター（メダカハウス）を見学しました。中央

園地からビオパークは近かったのですが、クレソン

は生育時期に入っていて残念ながら摘み取りはでき

ませんでした。桜の時期にゆっくり散策するのもい

いですね。       （朝倉みゆき 記） 

メ ネ ッ ト 報 

 朝倉みゆきさん  12月 23日 

 北  佳子さん  12月 3日 

 澁谷 節子さん  12月 23日 

 

聖  句  幸正 一誠君 

ブリテン  朝倉みゆきさん 

      伊藤 悦子さん 

        

Happy Birthday 

1月の担当 ＹＭＣＡからのお知らせ 


